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概要：HPCI共用ストレージが採用している Gfarm2.6では運用中のメタデータサーバのフェイルオーバ

機能が追加された。HPCI共用ストレージにおいてもメタデータサーバのフェイルオーバ導入し可用性向

上をはかることとした。HPCI共用ストレージのメタデータサーバは東京大学,理化学研究所計算科学研究

機構に分散設置されたメタデータサーバ間でフェイルオーバを行うことによって,従来以上のサービス継続

を目指す。

1. HPCI共用ストレージ

革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・イ

ンフラ (以下 HPCI)では,データ共有基盤として HPCI共

用ストレージを提供している。HPCI 共用ストレージは,

ネットワーク共有ファイルシステムGfarmを採用した容量

21.5PBの高速広域ファイルシステムで,東京大学,東京工

業大学,理化学研究所計算科学研究機構 (以下 AICS)に分

散設置されている。メタデータサーバは東京大学と AICS

にそれぞれ 2台設置され,東京大学設置の 1台がマスター

サーバ,他 3台がスレーブサーバとしてメタデータを冗長

保持している (図 1)。

2. Gfarmのメタデータフェイルオーバ機能

Gfarm2.6ではメタデータサーバのフェイルオーバ機能

が追加された。Gfarm2.6のフェイルオーバは以下の特徴

をもつクライアント透明なフェイルオーバである。

• 運用中フェイルオーバが可能
• Gfarm APIは自動的に再接続し実行を継続,クライア

ントにはエラーは返らない

• ファイル書込中のフェイルオーバに関する競合の解消

3. HPCI共用ストレージにおけるメタデータ
フェイルオーバの導入

HPCI共用ストレージにおいてもメタデータサーバの運

用中フェイルオーバを行い可用性を向上させることとした。
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図 1 HPCI 共用ストレージにおける

メタデータサーバ間のフェイルオーバ

従来のフェイルオーバでは,相互監視用の専用ネットワー

クを用いるなどして近接設置されたサーバ間で実現されて

きた。従来手法では,メタデータサーバの設置サイトにお

ける電源設備の法廷点検などが行わたれ場合はファイル

サービスを停止せざるを得ない。一方,HPCI共用ストレー

ジではメタデータサーバが東京大学,AICSと地理的に離れ

た機関に分散設置されている。分散設置されたメタデータ

間でフェイルオーバを実行することにより,一方の設置機

関においてサーバが全停止するようなメンテナンスや障害

が発生してもサービス継続が可能となる。HPCI共用スト

レージでは設置機関間のメタデータサーバのフェイルオー

バを導入し,さらなるファイルサービスの継続を目指す。
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